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●本体の説明品番73036

放射温度計 E
防庫防水
デュアルレーザーポイント機能付
放射率可変タイプ

取扱説明書

は じめに

シンワ「放射温度計E防塵防水デュアルレーザーポイント機能付

放射率可変タイフ」をお買上げ頂き、誠にありがとうこさいます。

本器をお使い頂く前に この取扱説明書をよくお読みの上、

正しくお使いください。

この取扱説明書は読み終わつた後も大切に保管してください。

測定スイッチ

癌自の制定を行います
また 押 し続けると
使すまでの潟蔭を計別
します

デュアル
レーザー照射口
潟J定崎圏頂径に

赤色レーサー光を2京

照射します

電 池 フ タ

草4ア ルカリ程池
2本 使用

(聖9E富増す)

●表示の説明

レープーボイント照射マーク

レーす―ポイント聴期をONこ設定

′(ックライ トマーク

′〔ックライトをOl11こ績
すると点灯しますすると点灯 します

照郷中 な京まします

HOLDマ ーク

電池マーク

電池残■を表示します
LOC(マ ー ク

LOCK測 定モー ド時に

点灯します

左日は

鼠 奇a度 潟定の表示例
現在温度 1234●
最高温度 1057じ
最高ヨE表 示モ

ー ド

HOし D測 定モー ド時に

温度劇定後点灯します

測定 した温慶を獲示します
-99● 以上200● ネ為ほ

小数点第1位まで表示し
それ以舟う剃定億では
1既 点以下の哀京は

されません

モード表示
現在のモー ドを

表示 します

サブ表示

宮モートであ要な
情報を表示します

]

■電池交換

電池残畳が少なくなると測定ができなくなります。
すぐに新しい草4アルカリ電池と交換することをおすすめします。

口測定距離と範囲

ネジを外してから電池フタを開けてください。

〇ネジを外す

D(距ほ):S(測 定範囲lE E)=12:1
例 i測定対象物との距酷が12em一 測定範囲直径lem

測定対象物との距離が6印一測定範囲直径50cm

■放射率

すべての物体から赤外線が放射されていますが 同 じ温度でも測定す
る対象物によって 放 射される示外線の■ (放射率)が 実なります。

測定対象物の度射率を設定することで よ り正確な温度を測定する
ことができます。
※放射率は測定対象掬 体の温度 表面状態 色などによって

多少異なる場合があります下記敵射率剰 はあくまで目安として

使用してください。

※初期設定よ放射率095と なつています。

※放射率捜定方法

OMODEス イッチを何回か押し液晶画面を

放射率設定画面 (右図・tr布)に します。

②▲スイッチ ▼ スイッチを押して 放射率
を設定します。MODEス イッチを押して
モードを変更すると設定完了です。

ャップを外す

③電池フタを引き上する

④電池フタを
り外す

※電池を抜くと 設 定してあったモード等は

下記の状態 (初期状態)と なります。

OFF

OFF

ON

095

数値なし

550
-60

※オー トパワーオフで電源が切れた場合は モ ー

されます。

レーサーボイント

ツくックライト
HOとDFR定モード

放射率 (E)
MAX MIN dF AVG

HAに

LAL

ド等の設定は維持



Oレ ーザーポイント照射ON/OFF設 定

測定スイッチを押しながら▼スイッチを押すことで レ ーザーポイント

照射のON/OFFを 切り替えます。ONの 場合レーザー照射マーク(査)が
表示され 演」定スイッチを押している間 レ ーザー照射口から
レーザー光が照射されます。
Oバ ックライトON/OF磯 定
演」定スイッチを押しながら▲スイッチを押すことで バ ックライトの
ON/OFFを 切り替えます。ONの 場合パックライトマーク R91が

表示され パ ックライトが点灯します。

■HOLD測 定モー ド,LOCK測 定モー ド般定
※HOLD演J定モードとは測定スイッチを押している間連続測定し
測定スイッチを放した時点で温度が固定さllるモー ドです。

米L00K測 定モー ドとは測定スイッチ操作とよ無関係に連続演J定する

モー ドです。

(1)電 源を入れると液晶にHOLElと表示され HOLO測 定モー ドと

なります。

(2)(モード表示が='lF7)(,lIPJ」I「月′6のときに)▲スイッチを押す
ことでLOCK測 定モードに切り菅わり 液晶に[OCKと 表示されます。
もう一回▲スイッチを押すとHOLD測 定モードに戻ります。

(モード表示がツ[^|ギllとと月とのときには切り替えができません。)

■オートパワーオフ
HOLD測 定モード時に無操作状態が60秒以上続くと電源が切れます。
LOCK測 定モード時はオートパワーオフは無効となります。

■測定方法
対象物に測定窓を向け演J定スイッチを押し 温度表示を読み取つて
ください。

5

ロトラブルシューティング

※測定の前に下記の設定を行つてください。

H,
と。

測定範囲外 (550℃ 以上)
550℃ より低い温度を測定してくださしヽ

演」定範囲外 (-60● 以下)
-60℃ より高い温度を測定してください。

急激な温幽 北

周辺温度に十分罰‖染ませてから測定してください。

使用温度範囲外 (0●以下もしくは500以 上)
使用温度範囲に十分割1染ませてから測定してください。

上記以外のエラー

電池を抜さ1分以上おいてから電池を入れ直し
もう一度測定してください。

日仕様

フ

■最高温度 。最低温度 ・最高最低温度差 ・平均温度表示
MODEス イッチを押すことにより以下の洞度表示ができます。

MODEス イッチを何回か押し ,lRヤを表示させます。

ｇ

■

Ｆ

ョ

コ
Ｊ

６励

測定スイッチを押しはじめてから放すまでの間に討劇
された騎5温度を表示します。

最低温度表示

MODEス イッチを何回か押し "[Avを表示させます。

測定スイッチを押しはじめてから放すまでの間に計測

された最低温度を表示します。

最高最低温度差表示

M00Eス イッチを何回か押し 」IFを表示させます。

測定スイッチを押しはしめてから放すまでの間に計潟J
された最高温度と剰E温度の差を表示します。

平均温度表示

MODEス イッチを何回か押し 印
夕
5を表示させます。

測定スイッチを押しはじめてから放すまでの平均温度を

表示します。

LOWア ラーム機能
H'アラーム

①MODEス イッチを何回か押し'旧とを表示させます。
②▲ マスイッチでアラーム温度を政定します。モード
スイッチを押してモードを変更すると設定完了です。

③アラーム殴定した温度より高い温度が計測される
とブザーでお知らせします。

LOWア ラーム

①MODEス イッチを何回う`押しとPとを表示させます。

0▲  ▼スイッチでアラーム温度を絞定します。モード
スイッチを押してモードを変更すると段定完了です。
③アラーム殿定した温度より低い温度が計測される
とブザーでお知らせします。

■H'アラーム、

竿…

ゴung
ll月と ]unun

解
開
岳

栄Hア ラームとしOWア ラームを同時に設定した場合 ど ちらでもフザーが鳴ります
Hア ラームまたは[OWア ラームを必要としない場合は初期状態にしてください。

8

温度計は少なくとも30分 以上 使 用温度 〈周囲温度)に 回‖染ませる必

要があります。その他のエラー表示がでた場合は 温 度計をリセット
してください。リセットする場合は電池を抜いて1分以上おいてから

電池を入れ直して も う一度測定してください。それでもエラー表示
が消えない場合には お 客tt4目談豊までおFD3合せください。

ヨどg
HIN岨 5

ヨヨg
tlrF どユヨ

6～660t!=2%ま たは=2■ 6日の取 方ヽを翻 )
-60～ Sti=2ti菊 高働霊X005■

OiS‐ 12:1(Di距 産 S:劇 ― 囲直径〕

Ciか ら1まで瞬整可能 (初期取定は095)
-99～ 1999● iCl●

と嗣費用14崎 間

(レ f 京 イントイてックライト,(FFO始 遭翻 14中葛m)

摩4ア ルカリ電池2本

●レーツー光をのできこんだり 人 に向けて使わ
tJいでください。

レーザー光が直接目に入ると視力低下を招く恐れがあります。

●コ共の手の目かないところに保管し 使 わせないでください。

●体温計としての使用はしないでくださしヽ。

●本器は完全防水ではありません。水に漫かるような場所での使用はしなしヽで

ください。改陣の原因となります。

●分解したり 改 通したりしないでくださしヽ。動作不良の原因となります。

●落下等による謹い衝寧を与えないでください。故障の原因とtJります。

●水蒸気 ホ コリ 煙 などは正確な温度測定を妨げますのでご注意ください

0長 期間使用しjJい場合は必す電池を抜しヽて保管してくださいゎ

0本 器よ非接触封う埠ピ計です。測定対象物に接触させなしヽでくださしヽ。特に

高温になっている4ml定対象物に績触させると 誤 つた測定結果を表示したり

破損の原四となります。

●本器の精度は仕様相をこ覧ください。こllより精度を要する温度管理には

使用しないでください。

●測定対象物の材質 光 沢 厚 み 色 などの違いや 放 射率の吉などによつて

誤差がでる場合があります。

●電気的フイズが発生する環境では 表 示が不安定になつたり 譲 差が大きく

なる場合があります。また 帯 電してしヽる測定対象物に近付けると 誤 作動

する場合があります。

●本器をアルコール シ ンナー そ の他の有機溶剤で洗ったり 蔵 いたり

しjJしヽでください。汚れた場合は中性沈剤を溶かしたぬるま湯に浸した

ガーゼなどを よ く絞つてから成いてください。

●測定窓 (赤外縮検知部)よ 常にきtlいな状態で使用してください。清掃する

場合は水か採用アルコール (エチルアルコール)を 含ませた柔らかい布か

綿で拭いてください。また 濡 れたままの測定は誤作動となる場合が

ありますので 使 用前に乾しヽている事を確認してください。

●本器の周囲温度が急激に変化した場合に 翔 劇晴度に形害を及|ますことが

あります。周囲の温度に十分割梁ませた後に使用してください。周囲の

温度が10℃以上変化した場合には30分以上本器を使用する温度雰囲気に

日‖染ませてください。


